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はじめに

本稿は13世紀ドイツで作成された法書『ザクセンシュピーグルJの写本挿絵
の読解と、これを用いた高校世界史授業の教材化の試みの続編である。前稿

5で

予告したように、2015年度後期の大学院授業
6では、ハィデルベルク版『ザクセ

ンシュピーグルJ7の前半部分 (1■ 1カ)の図像読解を進め、これで完結としたヽ
ハイデルベ21/ク版は、lr～ 6■・がレーン法の1条から24条まで、7r～ 7vがラント
法2巻の第20条から第22条まで、8r～ 12vが ラント法 2巻の第48条から第72条ま
で、12v～ 30rがラント法 3巻の第 1条から第91条までに該当する9。

以上のように継続した作業であるため、タイトルは (2)と うったが、前稿
のような授業案は掲載していない。ただし、高校教員が授業をつくるさいの一

1静
岡大学大学院人文社会科学研究科比較地域文化専攻修了。
2静
岡大学大学院人文社会科学研究科比較地域文化専攻2年。
3静
岡大学人文社会科学部社会学科歴史学コース4年。
4静
岡大学人力社会科学部社会学科人間学コ‐ス4年。
5藤
井真生。喘岡祐太・杉田望「rザクセンシュピーグルJの図像読解と高校世界史教材化の試みJ
「人文論集J66巻 2号 (201541、 35-63頁。
6今
回の執筆者のほかに、静岡大学大学院人文社会科学研究科比較地域文化専攻2年 (受講時)の
佐藤瑠美および静岡大学人文社会科学部社会学科人間学コース4年 (受講時)の松井希が参加し
た。読解の結果は参加者全員の話し合いによるものである。

:省集峯ま,「ζ」織1:震饉 鶴躍 誓響侮クセンシュピーグル・ラント
法』倉1文社、1977年、レーン法については石川武「資料ザクセンシュピーグル・ レーン法邦訳
(1)― (19)」「北大法学論集」51巻 5号 -55巻 5号 (2∞ 1-2005年 )を参照した。
9た
だし、前稿でも断つたように、あくまで図像と邦語訳を参照して読み解いた結果であり、ドイ
ツなどにおける先行研究の成果を確認していない。その意味では誤りもあろうかと思う。お気づ
きの方はご指摘いただきたい。
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助となることを願う点に変わりはなく、図像を掲示し、そこに表現された意味

を解説することによって、ヨーロッパ中世社会を高校生が理解するための補助

教材となることを目指してぃる。読解は全部で4つのパートに分け、人物編 (担

当 :小林)、 行為編 (担当 :杉田)、 事物編 (担当 :嶋岡)、 動物・聖書・時編

(担当 :井上)を設けた。執筆者は授業での検討内容をふまえて解説をくわえて
いる。

1、 臣従礼に関する教材

歴史資料としての『ザクセンシュピーグルJについてはすでに前稿で取り上

げているため、ここでは高校世界史教材としての臣従礼およびその図像につい

て若千の補足を試みたい。新課程版の教科書としては、①『詳説世界史BJ(②

『新世界史B』、③『高校世界史B』 〈いずれも山川出版わ 、④『世界史BJ、 ⑤

『新選世界史B」 (と もに東京書籍)、 ⑥『新詳世界史BJ〈帝国書院)、 ⑦実教出

版『世界史B』 が対象となる
10。

結論から述べるとヽ これらの教科書では臣従礼の場面で「ザクセンシュピー

グル』の挿絵を用いられていない。では、利用されている教材は何であろうか。

多いのはカール大帝を主人公とする一群の武勲詩に属する「アスプレモンChanSon

dAspremont』 (И世紀写本)11である。ローランがカール大帝に封臣誓約をおこ

ない、聖剣デュラングルを授かる場面が① (第 5章 :ヨーロッパ世界の形成と

発展、第1節 :西ヨーロッパ世界の成立、130頁 )、 ③ (第 5章 :ヨ ーロッパ世

界の形成と発展、第1節 :西ヨーロッパ世界の成立、82頁 )、 ④ (第 9章 :ヨー

ロッパ世界の形成、第3節 :封建社会と都市、141頁 )、 ⑤ (第 5章 :ヨーロッ

パ世界の形成と変動、第2節 :西ヨーロッパ世界の成立、90頁)に掲載されて

いる。いずれも封建社会を説明する箇所であり、キャプションは「騎士の叙任

(式)」 (国王に忠誠を誓う臣下)と ある。また⑥ (第 8章 :ヨーロッパ世界の形

成、第1節 :地中海北方へ広がるキリスト教t95頁)では、これらとは別の図

Ю
世界史Bの 2016年度の教科書採択状況は、0509%、 ②l 196、 ③86%、 097%、 ⑤154%、
⑥86%、 ⑦59%と なっている (この7冊で占有率100%)。 渡辺敦司「16年度餞 採択状

況=文化科省まとめ (■ )」
「内外教育J6471号 (2010、 9頁。

n14世
紀の写本。所蔵先はプェネツィア、マルチャーナ国立図書館BlbLoteca nazlonale Marclana

と思われる。/‐ジタル化の有無は確認できていない。画像自体はウィキペディアにリンクカ鴨 ら

れている (https://Ja_Wlklpedla∝ υヽ 咄″96B3%8396AD%E3%83%BC"B3%83%ヽ 9%E3%83%B3%
E3%8196AE%E696AD%8Cヽヽ edia/Fde:Rolandfedtyjpg)。
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像であるが、やはリカール大帝が登場し、騎士たちが彼に忠誠を誓う場面力硬

われている (『スペイン遠征Enttte d'Espagne』 )12。 これもまた封建社会の理解

を促すための図像で、キャプションは「臣従ネLJと ある。どちらも同時代の題

材として描かれているものではなく、 5～ 6世紀前の出来事を14世紀のスタイ
ルで表現した図像であり、臣従礼は写本が制作された14世紀の在り方とみなし

うる。その意味では、厳密にいえば、⑥などは図像のもつ情報と掲載頁の位置

関係のズンがやや大きいといえる。⑦もまた別の図像を用いているが、出典は

確認できていない。国王の前に脆き、剣を受け取る臣下の円内の構図は他にも

みられ、後述の参考書0、 0、 0と共通している。また、兜を完全にかぶって

顔をかくしたタイプもある
13。 一方、② (第 9章 :ヨーロッパの形成、第 3節 :

教皇権の確立と十字軍、144頁 )は、臣従礼の関連する図像を掲載していない。
この教科書は記述の仕方が独自で、封建社会の説明ではなく、十字軍運動の背

景として封建的主従関係や騎士文化が触れられている。

以上のように、教科書を検討したかぎりでは、「ザクセンシュピーグル』は封

建社会の理解を促進するための資料として利用されていないようである。では、

参考書類ではどうだろうか。まずは0帝国書院の「明解世界史図説エスカリエ』
八訂版 (初訂版も)および0『最新世界史図説タベストリー』十四訂版 (八訂
版も)をみてみよう14。 ●は106頁 (初訂版では102頁 )「ヨーロッパの封建社会」
の③「騎士の登場」で用いられている。図像はここでも『アスプレモン』にお

ける騎士叙任の場面である。図像中には「主君」、「臣下」、「帯刀式」との文字が

補足されている。‐方0は、142頁 (八訂版では130頁 )「封建社会の成立」の
トップにおいて2つの図像を掲載している。一つは「アスプレモン』、もう一つ

は少し前の版では (少なくとも八訂版までは)「ザクセンシュピーグルJが使わ
れていたが、最新版は別の図像を用いている。出典は確認できていないが、こ

ちらは騎士叙任の模様ではなく臣従礼を描いている。

なお、かつて掲載されていた FザクセンシュピーグルJの図はハイデルベル
ク版6vの 3段日の一部である。新版では使われなくなったものの、少し解説を

"14世紀ジェネツィアの写札 所蔵先は同じくマルチャーナ国立図書館。こちらの出典は、フラン
ソフ・イシェ (蔵持不三也ω 「絵解き中世のヨーロッパ』原書房、2003年、鈍 249-2511頁 か

ら確認できる。デジタル化の有無は不明。
°
そのひとつとして、グラム司教座聖堂の1300年頃の細密画があげられる。ウィンター に 藤牧
夫。渡部治雄訳)r騎士一―その理想と現実  J東 京書籍、1982年、103頁。

・ 研究室に所蔵されていた1日い版と新しいものを比較してみた。初調板・八訓板であることにそれ
以上の意味はない。
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しておこう。ここでは、図に「主君」、「臣下」、「土地」の文字を付したうえで、

臣下の5本の手が意味することを読み解かせようとしている。主君に包まれて

いる両手は保護を受けることを意味し
15、

他の2本の手は与えられるべき土地

(麦の穂で象徴)を示している。では、自分の顔を指している手は何を意味して
いるのだろうか。資料集の当該頁にこれを読み解く手がかりはないのだが、レー

ン法の条文から探ってみよう。石川武の訳により、やや長いが全文を引用する
11

主君が家臣に対して、彼 (=家臣)が法 (の定め)に従って彼 (=主君)
の許へもちこんだ所領を封与する場合は、彼 (=家臣)は彼 (=主君)に
対して、彼が知っているもの (=所領)は、直ちにそれをすべて (特定し
て具体的に).申 し立てる義務を負う。しかしながら、彼 (〒家臣)が (具
体的に)知らないもの (=所領)は、彼 (=家臣)はそれを彼 (=主君)
に対して14夜後に (具体的に特定して)申 し立てるべきであり、そのため
に主君は、彼 (=家臣)に (14夜後に)(裁判)期日を定めて (家臣を)彼

(=主君)の家臣 (たち)の前へ (=主君のレーン法廷へ)召喚すべきであ

る。何であれ彼 (=家臣)がそこで申し立てない くないし、申し立てなかっ

た)もの (=所領)については、彼 (=家臣)はそれ以後 (その授封を求
め、あるいは、それを請求する)権利をもたない。
ここから家臣の行為として「申し立て」を読みとることができよう。自分を

指さす行為は、土地が自分に帰属していることの主張、あるいは申し立てその

もの (口 を指しているともみえる)を意味していると考えられる。一方、主君
は家臣をレーン法廷へ召喚しており、主君の背後には彼の家臣たちが顔をのぞ

かせている。なお、解説に「左上の顔は臣従礼を見守る神と考えられている」

とあるが、これは誤りである。本稿喘編Э (64E)に あるように、この顔は月

を表している。前稿で示したように、「ザクセンシュピーグルJにおいて太陽は

九の中に顔を描き、外側に太陽光を派出させたもの、月は丸の中に三日月を描

き、丸内の余白に顔をつけ足したもので表現される。そして太陽は昼を、月は

夜を意味する。また図像の切り取り方によって消去されてしまっているが、本

来はこの月の上にローマ数字のⅡが書き込まれている (時編③)。 これと条文を

照らし合わせてみれば、ローマ数字の Iが 1週間を意味し、つまりここでは2

15ただし、その後主君と家巨が平和の接吻を交わすことにより、従属的縦関係はやや平等的慣関係
に修工がはかられる (池上俊― r図説購士の世界J河出書房新社、2012年、38-39頁 )。
や石り‖武「資料ザクセンシュピーグル・レーン法邦訳 (4)」 r北大法学論集152巻 2ま 6"頁。原
語の補足は省略した。
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週間分の夜=14夜を描いたものであることがわかる。
一方、0山川出版社の「詳説世界史図録』(2015年)では、77頁の「西ヨー
ロッパ世界の成立②」の口「封建社会の成立Jで、さきはどの出典不明の騎士
叙任図が用いられている。また、0浜島書店『アカデミア世界史J(2016年)と
OFニューステージ世界史詳覧』(2016年 )は、それぞれ「西ヨーロッパ封建社
会J②「中世の城と城主」(157頁)と 「西ヨーロッパ封建社会」□「封建制の
成立」(129頁 )で、同じ騎士叙任の図像を掲載しており、これも土地を媒介と
した封建関係を取り結ぶ場面を描いたものではない。

高校で利用される図説資料集としては、だいたい以上が代表的なものと思わ

れるが、現在出回つている版ではいずれも騎士叙任の場面を掲載資料として選

択し、土地ではなく剣の授受を描いたものとなっている (かつての Fタ ベスト

リーJが例外)。 基本的には「封建社会」を説明する単元であり、その本質であ
る「土地による媒介」を理解するための補助となる図像が 〈図像も)載ってい
ることが望ましいはずである。その意味では『ザクセンシュピーグルJは格好
の教材であると思われる。前述のような誤解を正せば、十分に使用する意義の

ある図像だが、今後はこのまま使用されなくなっていくのであろうか。

では、次章では図像の読解に移ろう。なお、図像に付された番号の上4桁は、
ハイデルベルク大学図書館のつけたページ番号を示す (空自部分も含み、フォ

リオには対応していない)も スラッシュ以下の数字は邦訳「ザクセンシュピーゲ

ル・ラント法』の条文番号である。

2、 日像の読解

人物編

以下では、Fザクセンシュピーグル』の図像のうち、人物に関係するものをま

とめた。

ヘールシルトが完全な者 (① )、 つまり、所領をレーンとして支配する権利が

完全な者は、盾を首から下げることで優先権が示されている。ブェンド人、ポー

ランド人、ベーメン人 (②)は、3人揃って登場する。ヴェンド人は赤い服を
着用しているが、縞模様のタイツは確認することはできなかった17。 ポ_ラ ン

ド人とベーメン人は尖つた帽子を着用することで表現されている。六選帝侯

″
ジェンド人は赤いチュニックに縞模様のタイツという姿で描かれている (藤井ほか「『ザクセン
シュピーグルJの図像読解と高校世界史教材化の試みJ、 39頁 )。
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(③)は、トリーア、ケルン、マインツの各大司教と、ライン王宮伯、ザクセン

大公、プランデンブルク辺境伯の計 6人である。各司教は、司教冠をかぶって

いる。代言人 (④)は、右手の人差し指と中指で聖遺物に触れ、誓約を行って

いる。さらに、口を手で押えている家臣に対して、左手の人差し指を立てるこ

とで、左側の人物に頼まれた通りに証言したことを表現している。赤ん坊 (⑤ )

は貴巻きで描かれている。兄弟 (⑥)は同じ身体より2つの首を出すことで表

されており、異父/異母兄弟 (⑦)と の区別は、服の色や縞模様の有無によっ

て表現されている。修道士 (③)は修道服を着ている。牧人 (⑨)は、先の尖っ

た帽子を着用し、杖を持った姿で描かれている。未婚者と既婚者 (⑩)におい

ては、ベールの有無で区別されている。ベールをかぶっている者は既婚者であ

り、ベールをかぶっていない者は未婚者である。城から顔を出しているのは、

城に逃げ込み匿われている強盗 (①)である。強盗騎士 (⑫)は、他人の馬の

手綱を引っ張り、馬を略奪しようとする様子で表されている。

対象・特徴 。番号 図像 対象・特徴・番号 図像

①ヘールシル ト (所領

をレーンとして支配す

る権利)が完全な者
特徴 :盾 を首から下げ

ている。

0015/2-4、  2‐ 6

0016/2-7ほ か

②ヴェンド人・ポーラ

ンド人・ベーメン人

特徴 :赤い服がヴェン

ド人、ポーランド人と

ベーメン人は尖った帽

子を着用している。

0016/4-1

③六選帝候
特徴 :ト リーア・グル

ン・マインツの各大司

教、ライン王官伯、ザ

クセン大公、プランデ

ンブルク辺境伯。

0017/4-2

④代言入

特徴 :右の人物。自分

は左の人物に頼まれた

通りに話したと証言し

ている。

0023/19-1

⑤赤ん坊

特徴 :賓巻きにされて

いる。

0023/20‐ 1

⑥兄弟

特徴 :一つの身体から

首が二つ出ている。

0027/2‐ 20-1

-46-



⑦異母兄弟/異父兄弟
(右 )

特徴 :服の違いによっ

て、異母/異父兄弟か
そうでないかを区別 し

ている。

0027/2‐ 20-1

③修道士

特徴 :修道服を着てい

る。

0028/2-22‐ 3

⑨牧人
特徴 :先のとがつた被
,物。
杖を持っている。

0029/2‐ 54-1

0030/2‐54-2

2‐ 54-5,まか

⑩未婚者と既婚者
特徴 :既婚者はベール

をかぶっているが、未

婚者はかぶっていない。

0034/2-64‐ 1

0035/2‐ 66‐ 1

⑪逃げ込んだ強盗

特徴 :城に逃げ込んだ

強盗。

0037/2-72‐ 2

⑫強盗騎士

特徴 :他人の馬の手綱

を引っ張っている。

0038/2-72‐ 5

行為編

以下では、『ザクセンシュピーグル』の図像のうち、行為に関するものをまと

めた。

教えるという行為 (①)は、年長者と、年長者の話を聞く若者を描くことで

表されている。ここでは右lllの人物に髭と鞭が描かれておりヽ そちらが年長者

で教えている側であることが判断できる。家臣は主君を先に行かせ、後ろを歩

くという行為 (⑥)は、主君の背を押す家臣によって表現している。右側の人

物が冠を被っているため、そちらが主君であることが分かる。不法行為 (⑮ )

は、松明を持った人物が建物に放火しようとしている姿を描いて表している。

建物を良くする行為 (⑩)は、金槌を持って作業する人物で表現している。質
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入れ 〈②)では、衣服を担保として預ける場面を描いている。叫喚告知
18(0)

は、他の裁判官区に逃げ込んだ人物を連れ戻している様子で表現している。右

側の武器を持った人ぴとが、叫喚告知により集まった者達だと推測できる。ラッ

パを吹く行為 (⑫)は、ここでは城の上に聞こえるように、平和破壊者の引渡

を要求していることを示している。その他t動物の行為も登場し、家畜による

傷害 (②)では、牛がヤギを攻撃する様子が描かれている。

内容は異なるが同じような構図を描いている事例もある。例えば、他人の所

領に危害を加える行為 (④)と片足で届く範囲での穀物の刈り取り〈④)は、

どちらも鎌で穀物を刈り取る人物が描かれている。しかし、前者は違法である

のに対し、後者は合法であり、路上に片足を置き、そこから届く範囲の穀物を

乗り潰した馬に与えることが認められている。

次に、行為の中でも、特に立証に関わるものに触れていく。立証を退ける行

為 (②)では、立証している者の腕を掴み、聖遺物に触れさせないようにする

という表現が用いられている。21人による証言 (②)は、実際に21人で立証を

行っている姿が描かれている。子どもを引き掴む行為 (②)では、大人が子ど

もの髪を掴んでいる姿が描かれているが、同時に聖遺物にも触れており、これ

は引き掴んでいるのは子どもの非行が理由であることを立証しているためであ

る。

何かの象徴となっている物を描くことで、特定の行為を表現する事例も見受

けられる。まず、国王が王笏を渡すことで、レーンの封与 (③)を表している

が、ここでは王笏がレーンの象徴となっている。教会の管理を任せるという行

為 (④)は鍵を渡すことによって表わされており、鍵は教会を示している。城

塞レーンの封与 (⑤)では何も手渡しておらず手を握るだけとなっているが、

左側の2人の人物の背に描かれている城が城塞レーンを表している。所領の返

還 (⑬)では、手袋が手渡されている。手袋のような服飾品は、主君の身体の

換喩として、権力・権利を表していると推測される
19。

実力にょって所領を奪

うという行為 (⑬)は、武装した人物が所領の象徴である麦穂を掴む表現が用

いられている。所領の授封時期を申し述べる行為 (⑩)は、人物が太陽を指さ

す姿で表現されているが、この太陽が所領の授封時期を象徴している。

人物の服装や所持品などによって行為を表現する場合もあり、例えば、鎧を

口
凛侵 Bの被害者八 犯人を捕らえたり裁判上の援助を求めたりするために、脇 をヽ呼び集める事

であって、隣人はこの呼び声に応ずる義務がある (久保ほか証 前掲書、101頁 )。
B池上俊― r儀礼と象徴の中世]岩波書店、2008年、149頁。
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着た人物を描くことで軍役 (⑦)を表している。また、鎧を着た人物が武器を
置き、くつろいでいる姿によって、勤務の体止 (③)を表現している。聖職者
を宗教裁判 (④)の象徴として描いている事例もある

`首
を棒で押さえつけら

れた人物が描かれているが、これは判決によって所領を剥奪された状態 (⑭ )

を表していると考えられる。決闘 (⑬)は剣と盾を持って対時した人物によっ
て表わされている。不当な死 (②)は、貴巻きにされた人物によって表現され
ている。剣以外の武装の禁止 (⑩)は、剣以外の武器 (こ こでは兜)を身につ
けず、馬に載せている様子を描くことで表現している。

行為は、描かれている人物のポーズによって表わされる場合もあり、所領が

人に封与されたのを見た、あるいは聞いたこと (⑨)を表現する際は、封与を
見た者は自分の目を、聞いた者は自分の耳を指さしながら、聖遺物に触れてい

る姿で描かれている。ある決定に対して正式な異議がないこと (⑪)は、人物
が自分の口をおさえる姿で表現している。赤ん坊が無事に産まれたことの証言

(⑫)は、四隅にいる人物が自分の耳を指さしている姿で表現されてしヽるが、こ
れは四隅の人物が産まれた赤ん坊の声を聞いたことを示している。この絵と対

応する条文には、「息が父の死後 (に生まれ)、 人が家の四隅で彼の声を聞きう

るほど長く、生きている (ないし、いた)場合、彼は彼の父のレーンを相続し
(た ことになり)、 またそれ (=父のレーン)を、それについてゲディング
(gdhge)をもっていたすべて者から、遠ざけた (hevetgevernet)(=そ れにつ
いてのグディングをすべて彼棄した)こ とになる"。」とある。すなわち、家の
四隅の人物が赤ん坊の声を聞いたことにより、父親のレーンは息子である赤ん

坊に相続が認められ、レーンを相続する権利順が赤ん坊より下の者たちは、赤

ん坊が無事に生まれたことによってその権利を失ったことになる。聖職者の叙

品 (④)は、聖別する者の頭に手を置く按手21の様子によって表わされている。
建物の所有 (⑩)は建物に手を掛ける人物で表現している。その他、相手に背
を向けることで拒否 (⑩)を、相手に向かってひざまずき手を差し出すことで
忠誠宣誓 (⑫)を表している。

20石
川「ザクセンシュピーグル レーン法邦訳 (4)」 、717-718頁。m聖
別の際におこなわれる技手は、神の霊が自ら選んだ者を他から離して自分のものとなし、これ
にある任務を遂行させるために権威と能力とを与えることを意味する。さらに、校手は教会のな
かでは、一定の役務や特定の使命を果たすのに適した霊的権能を与えるためにもなされる (Xレ
オン‐デュフール編 (Zイ ェール監修)陸割思想ま典 [新版]J三省蛍 1999年 (原著1995年 )、
42-43頁 )。
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対象・特徴・番号 図像 対象・特徴・番号 図像

①教える

特徴 :鞭を持つ年長者
が若者を教えている。
0015/1

②立証を退ける

特徴 :腕を掴む。
00152‐4

0030/2‐ 54‐ 6

③レーンの封与

特徴 :国王が王笏を渡
している。

0016′ 2‐7

④教会の管理を任せる

特徴 :鍵を渡す。

0016/2-7

⑤城塞レーンの封与

特徴 :レーン・教会の

封与の時と異なり、手

を握るのみ。後ろに城

がある。

00162-7

⑤家臣は主君を先に行
かせ、後ろを歩 く

特徴 :主君 (冠をつけ

た者)を先に行かせて
ヽヽる。

001郁

⑦軍役
特徴 :鎧を着用してい

る。

0016/4‐ 1

0017/4‐ 3

③勤務の休止

特徴 :く つろいでいる

様子。

0017/4‐ 1

③所領が人に封与され

たのを見る間く

特徴 :見た者は日、間
いた者は耳を指さして

マヽる。

0018/52

⑩授封時期を申し述べ

る

特徴 :太陽を指さして

ヽヽる。

0019/7‐4
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⑪正式な異議なし

特徴 :口 をおさえる。
0022/17

⑫赤ん坊が無事産まれ
たことの証言

特徴 :家の四隅で赤ん

坊の声を聞いた人物が

自分の耳を指さしてい

る。

0023/20‐ 1

⑬所領の返還
特徴 :手袋を渡す。
0023/20-2

⑭判決による所領の剥

奪

特徴 :首を棒で押さえ
つけられている。
0023ノ20-2

⑮不法行為

特徴 :松明を持った人

物が建物に放火しよう

としている。

0023/20‐ 4

⑩拒否

特徴 :相手に背を向け

る (こ の図の場合、左

の人物が右の人物に対
して)。
0024/21-2

⑫忠誠宣誓
特徴 :手を差し出す。
002ク221、 222、 223

⑬実力をもって所領を

奪う

特徴 :武装した人物が

麦穂 (所領の象徴)を
掴んでいる。
0025ノ 22-4

⑩建物を良くする

特徴 :金槌を持って作

業している。

0027/2‐ 21‐ 3

⑩建物の所有
特徴 :建物に手をかけ
ている。

0027/2-21‐ 5
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②21人で証言

特徴 :21人描かれてい

る。

lll12ν2-22‐ 4

②家畜による傷害

特徴 :牛がヤギを傷つ

けていて、ヤギから血

が出ている。

0030/2-54‐ 5

④他人の所領に危害

特徴 :勝手に穀物を刈

り取っている。

00312‐57

②質入れ
特徴 :衣服を預けてい

る。

0033/2‐ 60‐ 1

④不当な死
特徴 :賓巻きにされた

人物。

0033ノ 2‐ 60‐ 2

④宗教裁判

特徴 :聖職者によって

表現されている。

0034/2-63‐ 2

②子どもを引き掴む

特徴 :子どもの非行が

理由で引き掴んでいる

ことを立証 している。

003572‐ 65-2

④神への勤仕のための

叙品

特徴 :按手によって聖

職者力理別されている。

0035/2‐ 66‐2

④片足で届く範囲での

穀物の刈り取り

特徴 :路上に片足を置

き、それで届く範囲の

穀物を乗り潰した馬に

与える。

0036/2-68

⑩剣以外の武装の禁止

特徴 :兜は着用せずに

馬に乗せられている。

0036/2-71-2
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◎叫喚告知

特徴 :他の裁判官区に

逃げ込んだ人物を連れ

戻している。
0037/2‐ 71‐4

⑫ラッパを吹く

特徴 :城の上に聞こえ

るように吹いている。

0037/2‐ 72-1

⑪決闘

特徴 :,1と盾を持って

対時している。

0037/2-72‐ 2

事物編

以下では、『ザクセンシュピーグル』の図像のうち、事物に関係するものをま

とめた。

制度に関連するものとしては、盾が描かれているシルト (①)がある。これ

は、ヘールシルトの略語であり、元来「戦士が用いる盾Jを意味する。ただし、
『ザクセンシュピーグル』の条項にも明らかな様に、この語は、レーン法上の身

分や、地位を表している。そして、特定の地位を指す場合に限って、シルトと

略されることがある
22。 なお、ヘールシルトとは、中世の法実務と理論におい

て、純粋なレーン (封土)を獲得する能力として、理解されている。このレー

ンを獲得すると同時に、家臣には、レーン制のピラミッド内において、定めら

れた地位が割り当てられたのである
23。 この他に、盾が描かれる同様な事例と

して、身分を表す盾 (⑥)がある。これは、同じ盾が同等の身分であることを

示し、盾の色を描き分けることで、身分の差異を表している。また、レーンに

関連する事例として、旗レーン (⑦)がある。これは、世俗の諸侯が、旗の手

交により受け取るものである
24。

権利を示す用語としては、ゲヴェーン (③)と 、ゲディング (④)がある。

22石
川「ザクセンシュピーグル レーン法邦訳 (1)J『北大法学論集』第51巻 5号、(2001年 )、 1845
-1846頁。
23 HKシ ュルツェ (千葉徳夫ほか訳)『西欧中世史事典一国制と社会組織―Jミ ネルゾァ書房、1997

年 (原著1985年 )、 69頁。
2'同
上書、50頁 .
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ゲヴェーンとは、占有権のことであり、麦穂を掴む描写がなされている。握る

ことによって、所有者が明確化され、占有を表すのである。そして、グディン

グには、予約権、期待権等の意味があり、麦穂を円で囲む描写がなされている。

周囲に描かれている円は、土地の保有がレーンとして与えられたものである亀

教会 (②)には、十字架と風見鶏が描かれている。風見鶏のモチーフは雄鶏

であり、これは、キリスト教において、大抵、キリストを否定するペトロと結

びつけられる。その物語の展開は、次の通りである。最後の晩餐の後、グッセ

マネの園へと移動する途中、イエスは弟子たちに対し、自分は、裏切りによっ

て、倒されるのであり、その時、弟子たちは皆、瞑いて、四散する、と予言し

た。その時、ペトロは、「たとえ、みんながつまずいても、わたしはつまずきま

せんJと食い下がった。ペトロの抗議に対し、イエスは、「あなたは、今日、今

夜、鶏が二度鳴く前に、三度わたしのことを知らないと言うだろう」と、瞑く

ことを予告した。その後、一行はグッセマネの園に到着したが、そこで、イス

カリオテのユダの裏切りに遭い、イエスは逮捕され、大祭司の所へ連行された。

それと同時に、弟子たちは、イエスを見捨てて、一日散に逃げ出してしまった

のである。しかし、安全な場所まで逃げた後、ペトロはイエスが,い配になり、

大祭司邸の中庭へ入り込んだ。そこへ、大祭司に遣える女中が一人やって来て、

ペトロを見据え、「あなたも、あのナザレのイエスと一緒にいたJと告げた。ペ

トロは、慌ててそれを打ち消し、出口の方へと逃げ出した時、鶏が鳴いた。そ

して、今度は、前庭の人混みに紛れ込み、事の成り行きを見届けようとした。

そうしていると、先の女中がやって来て、周りの人びとに、ペトロがイエスの

仲間だと叫んだ。ベトロはそれを再び打ち消したが、今度は、居合わせた人ぴ

とまでが、ペトロの方言を聞き咎め、イエスの仲間に違いないと、日々に言い

出し始めたのである。すると、ベトロは、呪いの言葉さえ口にしながら、誓っ

て、それを否定した。丁度、その時、鶏が再び鳴いた。ベトロは、イエスの言

葉を思い出し、羞ルレさと、後悔とで、激しく泣き出したのである
る
。

ちなみに、風見鶏が教会の尖塔に据え付けられ、シンポルとして登場するよ

うになったあは、9世紀に入ってからである。もちろん、その制作には意味が

あり、悪人に対しては、後悔するようにとの警告として、信者に対しては、励

%久
保正幡「ザクセンシュピーグルとそれの綸解篤本 (2)J「法学協会雑誌J第65巻 3号、(1947
年)、 131頁。
25小
河陽 rパ クロとペテロ』

122-134頁。

講談社、2005年、67-70頁 ;川島貞雄『ペトロ』清水書房、2009年、
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ましと、慰めとしての思いが込められている
27.

住居の特徴を表す描写も非常に多い。雨庇 〈③)は、庇から水が流れる様子
が簡かれている。組まれた本が、建物を覆うことで、垣根 (⑨)を示している。
また、家畜小屋 (⑩)は、4/」 屋ヽと、鳥小屋との2種類に分けられる。豚ガ渥
には、排泄物が描かれている。これに対し、鶏小屋は、籠の様な形状をしてお

り、その近くに鶏が描かれている。厠 (⑪)は、左下に、排泄物の出口が見ら
れる。そして、竃 (⑫)は、火の粉が飛んでいる。竃の火は、太古より、神聖
なものとされていた。と言うのも、家は、竃の火によって、初めて人間の住む

場所となったからである。やがて、炎が剥き出しのまま、長時間燃え盛る竃は、

家の法や祭祀の中心点となり、家の象徴となった。さらに、中世全体を通して、
「自分の竃」を所持するということは、自己の住居を構えることと、同義であっ

た場。その他、川辺には、水車 〈④)が描かれている。
また、農業や商業に関する描写も多数見受けられる。例えば、垣根を越え、

隣の木に絡みついているのが、ホップ (⑬)である。ホップは、ビールの苦味
料として知られ、和名をセイヨウカラハナソウと言う。ちなみに、苦味料とし

て用いられる部分は、雌株に咲く緑色の松毬状の尾状花序である"。 また、植

物に関連して、葡萄園と果樹園 〈⑩)も登場する。農具としては、爪が大きく

描かれている熊手 (⑩)や、馬に引かせる馬鍬 (⑩)などがある。さらに、そ
の他の産業に関連するものとしては、ハンマーを用いて、貨幣に打刻する様子

を増く造幣所 (②)や、馬に引かせた状態で登場する荷車 〈②)な どがある。
荷車は、積載物がある場合と、そうでない場合が描かれ、積載物は、垣根の描
写と酷似している。これらの他に、腰に下げられている矢筒 (④)や、洪水を
塞き止める様子を描く堤防 (⑭)、 水を波の様に描くことで、氾濫する様子を表
した洪水 (⑮)などがある。
最後に、単体としてではなく、集合物として描かれる事物について触れてい

く。その一例として、様々な収益 (⑤)力 あヽり、これは、円の中に麦の東、貨

幣、穀物が描かれている。さらに、特筆すべき点として、「あらゆる種類の」と
いう表現が、幾度か用いられていることが挙げられる。なお、ラント法におい

ては、以下の3つに、この表現が用いられている。それは、山羊、大、牛など

27Pマ レイ。Lマ レイ (中森義宗監訳)「オックスフォードキリスト教美術・建築事典J東信堂、
2013年 (原著1996年 )、 97頁。
28シュルツェ、前掲書、168頁。

"北野佐久子幅 r基本ハープの事卿 東京堂出風 2005年、157頁。
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の動物を描き分けたあらゆる種類の肉 (⑩)、 穀物の束が重ねられた状態のあら

ゆる種類の穀物 (⑦ )、 大量の貨幣が用意されたあらゆる種類の賃子および貢租

く②)である。ヽ

対象・特徴 。番号 図像 対象・特徴・番号 図像

①シル ト

特徴 :盾。

0015/1

②教会

特徴 :十字架と風見鶏。

0016/27、  0025/23-3

0035/2-66-1

③ゲヴェーレ (占有権)

特徴 :麦穂を握ること

で占有を表す。

0018/5‐ 1、  5‐ 2、  6-1

ほか多数

④ゲディング (予約権、

期待権等)

特徴 :円の中に麦徳。

0018/5‐ 1、  5 2、  6‐ 2

ほか多数

⑤様々な収益

特徴 :円の中に麦の東、

貨幣、穀物が描かれて

いる。

0022/14-1

⑥身分を表す盾

特徴 :同 じ盾は同等身

分を (上 )、 盾の色の違

いは身分の違いを表 し

ている (下 )。

0023/20‐ 1、 0023/20-3

⑦旗レーン

特徴 :国王から封与さ

れている。

0023/20-5

③雨庇

特徴 :庇から水が流れ

ている。

0029/2-49-2
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⑨垣根

特徴 :本が組まれてお

り、建物を覆っている。

0029/2‐49-2

2‐ 52‐ 1、  2‐ 52‐ 2

⑩家畜小屋

特徴 :豚小屋 (上)に
は下に排泄物がある。

鳥小屋 (下)は籠のよ
うな見た日で、近くに

鶏がいる。

0029/2‐ 51 1

0031/2-58‐2

⑪厠

特徴 :左下に排泄物の

出口がある。

0029/2511

⑫竃

特徴 :火の粉が飛んで
いる。

0029/2511

⑬ホップ

特徴 :垣根を越えて隣
の本に絡みついている。
0029/2‐52-1

⑭堤防

特徴 :洪水をせき止め
ている。

.0031/2‐ 561

⑮洪水

特徴 :水が氾濫してい

る。

0031/2‐ 56‐ 1

⑬あらゆる種類の肉

特徴 :動物の描き分け。
0031/2-58‐ 2

①あらゆる種類の穀物

特徴 :穀物の東が並ん

でいる。

0031/2‐ 58‐ 2

⑬熊手

特徴 :爪が大きい。

0031/2‐ 58‐ 2
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⑩馬鍬
特徴 :馬にひかせてい

る。

0031/2‐ 58‐ 2

⑩葡萄園と果樹園

特徴 :果樹園 (上 )、 葡

萄園 (下 )。
0031/2-58‐ 2

②あらゆる種類の賃子

および貢租

特徴 :大量の貨幣。

0031/2‐ 58‐ 2

⑫造幣所

特徴 :貨幣に打刻して
ヽヽる。

0032/2‐ 58‐ 2

④水車

特徴 :Л Iの ほとりに水

車と水車小屋がある。

0032/2‐ 58‐ 2

0035/2‐ 66‐ 1

②荷車

特徴 :荷物が積まれて

いる状態 (上 )、 荷物が

ない状態 (下 )。

0032/259‐3

⑮矢筒

特徴 :腰から下げてい

る。

0033/2-61‐ 3

動物編

以下では、『ザクセンシュピーグル』の図像のうち、動物に関するものをまと

めた。

ガチョウ (①)は、水かきのついた足と長い嘴を持つ姿で描かれる。美食と

関連するこの鳥は、中世において村の祭りに不可欠な存在であった
30。

豚 (② )

は、長い鼻と尻尾を持っており、現在の我々が想像する豚の姿とは異なる。参

考図像では、複数の仔豚に子Lを与える雌豚が描かれている。比較的安く飼育で

8。 Cハ インツーモーア (野村太郎 小林頼子監訳)『西洋シンボル事典―キリスト教美術の記号と
イメージー』八坂書房、1994年 (原著1971年 )、 69頁。
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き繁殖力が旺盛な豚は、古代ギリシア・ ローマから重要な家畜 と見なされてい

た
31。

その他の家畜を見てみよう。角を持たない羊 (③)は、一見すると犬のよう

に見える。しかし、長い毛並とひづめのある四肢から、羊であると判断できる。

一方、ヤギ (④)や牛 (⑤)は、曲がった角を持った姿で登場する。両者の違

いとしては、ヤギ (④)が外向きの角で髭を持つのに対し、牛 (⑤)は内向き

に沿った角を持った姿で描かれていることである。『ザクセンシュピーグル』に

登場する家畜は、総じて線の細い姿で描かれているが、牛 (⑤)は頭も然も重

量感ある姿で表現されている。鶏 (⑥)は、ここでは鶏冠と上向きに広がった

尾羽から、雄鶏であると識別できる。雄鶏は、古代より様々な象徴的意味を持

つ生き物であるが、ここでは単なる家畜として描かれている。中世社会におい

て、鶏やガチョウ、豚、ヤギ、牛は、卵・肉・乳製品の供給源として重要な生

き物であった
32。

枝分かれした角が特徴的な鹿 (⑦ )、 九い耳と青い歩を持つ熊 (⑧)は、人間

や家畜に危害を与える野獣である。他の動物と違って唯―両足立ちをしている

動物は、猿 (⑨)と考えられる。猿の象徴性は否定的であり、物欲しげで狡猾

で用心深い生き物とされている
33。 しかし、『ザクセンシュピーグル』に登場す

る動物の図像は、それ自体を表す記号であり、深い象徴性を持つものとして描

かれていない。

・ 同上書、264頁。

=2Bロ ツウー (吉口春美訳)『中世ヨーロッパ食の生活史」原書房、2003年 (原著2002年 )、 123頁。

''ハ インツーモーア、前掲書、135頁。

対象・特徴・番号 図像 対象・特徴・番号 図像

①ガチョウ
0029/2‐ 48‐ 12

②豚
0029/251‐ 1

2‐ 54‐ 1

1'「 ,41 ■11■ :
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③羊
0029/2‐ 54‐ 1

0031ノ2-58-2

④ヤギ

0029/2‐ 54-1

0030/2-54-5

0031/2‐ 58-2

⑤牛
0029/2‐ 54‐ 1

0030/2-54‐ 5

0031ノ 2‐58‐ 2

⑦鹿

0033/2-61-1

0034/2-62‐ 1、  2-62‐3

③熊
003ク2621

⑨猿
003″ 2‐62‐ 1

聖書編

以下では、『ザクセンシュピーグル』の図像のうち、聖書に関するものをまと

めた。

前提として、聖書は神と人間が結んだ契約に関する物語であるため、登場人

物は神と人間である。キリスト教美術においては、神のような超自然的存在を

描写するにあたっては、聖なる図像の頭部を包む光輪を描 くことで人FFDと 区別
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している●。ここでは、神が緑の長衣に赤の外衣を肩から提げた姿として、人

間が裸あるいは腰布をまとった姿で描かれている。

神が人間に魚と鳥とあらゆる野獣に対する権力 (①)を与えた場面は、旧約
聖書「創世記」(128)35にある第五の日のエピソードに由来するものである。こ
れにより人間は、海の魚、空を舞う鳥、地に這うもの全てを支配する権力を神
から与えられた。イヴ (エバ)(②)は、アダムのあばら骨から神の力で作られ
た最初の女性であるが、イチジクの葉で下半身を隠した姿で描かれている。し
たがってここでは、彼女が蛇の誘惑に負けて禁断の実を口にし、「恥」を知るよ
うになった

S躍
の場面を描いたと判断できる。

イエスの昇天 (③)は、新約聖書「使徒言行録」(19‐ 11)7の場面であり、「ザ
クセンシュピーグルJにおいては木曜日の出来事とされている38。 ィェスが昇
天していく様子を、神の使いとイエスの使徒が見上げている。ここでは、頭部
が光輪で包まれている人物たちを神の使いであると判断した。旧約聖書「創世
記」(222)39に は、神がアダムのあばら骨の一部からイプを創り出したとある。
これは、神による人間の創造 (④)である。しかし、参考図像では、神が大地
である山からイプを創り出しているようにも見える。新約聖書「マタイによる

福音書」(2■ 32-44)4に あるイエスの受難 (⑤)では、十字架に貼り付けされた
イエスが描かれている。釘で打ち付けられた両手と槍で突かれた脇腹からの出
血で痛々しい様子が窺える。これは、金曜日の出来事であった

4。
次に、受難

の翌日の土曜日に起きた出来事として、墓で安息 (⑥)するイエスの様子が描
かれている。亜麻布で覆った身体を包帯で幾重にも巻かれ、まるでミイラのよ

つである。神の恩寵 (⑦)では、神の前にひざまずく4人の男女が描かれてい
る。この場面は、新約聖書「ローマ信徒への手紙」(321‐26)2「エフェソの信徒
への手紙」(28)4に あるものと考えられる。ここで神は、人間が信仰にょって

救われることを唱えている。

“柳宗玄・中森議宗編『キリスト教美術図典J吉川弘文館、1990年、388頁。
あ
共同訳聖書実行委員会編 r聖書 [新共同訳]』 日本聖書協会、2004年、2頁。%同上書、4頁。
"同上書、213頁。

“久保ほか訳、前掲書、221頁。

"共同訳聖書実行委員会編、前掲書、3頁。
・ 同上書、57頁。
41久
保ほか訳、前掲書、221頁。
マ
共同訳聖書実行委員会編、前掲書、277頁。
な
同上書、355頁。
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対象・特徴・番号 図像 対象・特徴 。番号 図像

①魚と鳥とあらゆる野

獣に対する権力

特徴 :鹿や鳥、魚がひ

ざまずいている。

0033/2‐ 61-1

②イヴ (エバ)

特徴 :イ チジクの葉で

身体を隠している。

00332611

③昇天

特徴 :イ エスが天 に

昇っている。下半身の

みが見えている。

0035/2-66-2

④神による人間の創造

特徴 :イ ヴ (エバ)を
創っている。
0035/2-66-2

⑤イエスの受難

特徴 :十字架に礫にさ

れている。

0035/2‐ 66‐ 2

⑥墓での安息

特徴 :イ エスが墓の中

で眠っている。

0035/2‐ 66-2

⑦神の恩籠

特徴 :神の前でひざま

ずく人間。

0036/2-66-2

lle編

以下では、『ザクセンシュピーグル』の図像のうち、時に関するものをまとめ

た。

禁制日 (①)を表す図像は、赤い輪の中に十字があるが、祝祭日 (②)は、

十字は自い輪の外輪上に描かれている。キリスト教において、赤はキリストの

受難を表し、自は純潔を表す。ここでの十字は、交差する横本と軸木が等長で

あることを鑑みればギリシア十字、両端が反り上がっていることを鑑みれば錨

十字であると推測できる
4。
祝祭日は、キリスト教社会において根源的かつ歴

“柳
・中森編、前掲書、392頁 。
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史的に重要な出来事を記念し、祝う日である。И夜 (③)は、家臣が証人を選
出する猶予期間を表している̀。 このように表現されているのはt口 ‐マ数字
のⅡ力32週間の14日であり、その下に描かれた人の顔の月が夜を連想させるも
のだからと考えられる。

キリスト教社会では、多くの聖人を奉った祝日がある。神と同じく頭部を包

む光輪が、聖人を表す象徴である。聖マルガレータ (④)は、またの名をアン
ティキオアのマルガリタという

る
。彼女は、中世末期において最も人気のある

聖人の一人であった。伝説によれば、彼女は、異業の身分の高い家柄出身であ

りながらキリスト教徒になった。彼女の美しさに惚れた地方総督は、彼女が信

仰放棄することを条件に結婚を迫ったが、彼女はそれを拒んだことにより幾多

の拷間にあったとされている。彼女の持物としてドラゴンが描かれるのは、彼

女が獄中、 ドラゴンに変化した悪魔と戦ったからだと言われている′。彼女の
祝日早7月 13日であるが、この日はあらゆる種類の穀物の十分の一税の支払い

が義務付けられていた
慇
。十二使徒の一人聖バ71/ト ロメラス (⑥)は、生きた

まま皮をはがされて殉教した人物とされるため、皮関連の聖人として奉られて

いる°。図像には、自らの生皮を掛けた棒を担ぐバルトロメウスが描かれてい

る。彼の祝日8月 24日 は、あらゆる種類の貸子や貢租の支払いを義務付けられ

ていたう。。

蝋燭軍別の日 (⑥)は、聖燭祭とも言い、毎年2月 2日 に日々の使用に供さ
れる蝋燭一年分の聖別を教会で行う

51。
図像には燭台と蝋濁が描かれているが、

これらはキリスト教において、典礼に必要な道具として使用されていた
S2。
さ

らに、この日は冬の終わりと春の始まりを告げる区切りとされていたため、去

年一年の貸しや利子の返済や賃金の支払いが行われる日でもあつた。

襲
祠 ‖「ザクセンシュピーグル・ レーン法邦訳 (4)」、691頁。
お
柳・中森編、前掲書、301頁。
イR C10tl Tradult de rltaLell Par D F61auL ι

“
S″ぁ Pr● :H―n22003,,243

“久保ほか訳、前掲書、209頁。
爛Glorgi,″ ε″,pp 51‐51
ω
久保ほか訳、前掲書、209頁。
Ы
八木谷涼子「キリスト教歳時記―知っておきたい教会の文化司 平几社、2003年、72夏。2上
智学院新カトリック大事典編纂委員会編「新カトリック大事典 [第 3巻]J研究社、2∞2年、
306頁。

-63-



対象・特徴・番号 図像 対象・特徴・番号 図像

①禁制日

特徴 :輪の中に十字。
0017μ‐4

②視祭日

特徴 :輪の上に十字。
0017/4-4

③14夜

特徴 :ロ ーマ数字Ⅱで

2週 FH5(‐ 14日 )を表
す。
0026/24‐ 2、 24-3

④聖マルガレータの日

特徴 :光輸のある女1曳

ドラゴンを攻撃してい

る。

0031/2‐ 58‐ 2

⑤聖バルトロメウスの
日

特徴 :自分の生皮を担
いだ光輪のある男性。

0031/2‐ 58‐ 2

⑥蝋燭聖別の日

特徴 :燭台に立てられ

た蝋燭。

0032/2‐ 59‐ 1

前稿42頁⑫「参審自由人の婦女Jの解説として、「身分の象徴を表すものを持
つJと のみ記したが、具体的に何を持っているのかは読解できていなかった。
これに対して、近畿大学法学部の稲元格先生から、ここに描かれているのは

「舟」であるという説のあることをご教示いただいた。舟すなわちschifは schё fen、

つまり参審自由人と音が似ているため、彼女が参審自由人であることに読者が

気づくよう、挿絵作者が挿入したのである、と。絵と訳文のみからの読解を試

みていた我々では思いもよらなかった説得的な説明であり、ここに記して感謝

申し上げる。前稿で我々が読み解けなかった図は他にもあるが、おそらく今回

のご指摘のように、語呂合わせ的な読者理解補助も多いと思われる。
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